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２０２７年国際園芸博覧会一般参加催事開催業務公募型プロポーザル審査結果について 

 

２０２７年国際園芸博覧会一般参加催事開催業務公募型プロポーザル選定委員会におい

て、企画提案書、プレゼンテーション・ヒアリング、見積書により総合的な審査を行った

結果、下記のとおり、優先交渉権者（最優秀提案者）を選定しました。 

 

記 

 

１ 優先交渉権者（最優秀提案者） 

（１）名称 

株式会社ＪＲ東海エージェンシー 
（２）評価ポイント 

  最優秀提案者については、業務目的及び本市特性への理解が十分であり、生産者及

び市民、市外からの来場者への効果が明確に示されている。また、一過性ではなく継

続的な事業展開を見据えるとともに、広報については多様な手法や独自性のある取組

が計画的に整理され、実効性の高い提案として期待できる。 

加えて、他自治体等での業務実績、花を取り扱う専門企業との連携や事業を担うスタ

ッフ体制が充実していることにより、適正で確実な事業実施が見込まれることなどが評

価された。 

 

２ 優先交渉権者が提案した参考見積金額 

金２０，７９９，９００円（消費税及び地方消費税を含む。） 
 

３ 審査結果 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2027年国際園芸博覧会一般参加催事開催業務公募型プロポーザル　プレゼンテーション審査集計表

評価内容 配点 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社
○ 事業の趣旨・目的及び背景を十分に理解しているか。
〇「花・アート・体験型プログラム」を核とした催事の狙いを踏まえた提案となっ
ているか。
〇 来場者の参加・交流の促進につながる視点が盛り込まれているか。

10点 64点 38点 72点

○ 花・アート・体験型プログラムを効果的に組み合わせた企画となっているか。
○ 催事全体として統一感・ストーリー性のある構成となっているか。
○ 独自性や工夫が見られ、来場者の関心をひく内容となっているか。
○ 地域的な特性を理解し、工夫された内容となっているか。

15点 87点 54点 105点

○ 催事プログラムの内容・構成・進行計画が具体的に示されているか。
○ 実施スケジュールや運営方法が明確で、実現性が高いか。
○ 集客力や話題性が期待できる内容となっているか。

15点 66点 54点 99点

○ 制作物の内容が催事目的に適合しているか。
○ 設営・撤去計画が現実的で、会場条件を踏まえたものとなっているか。
○ 安全対策やリスクへの配慮がなされているか。

10点 48点 36点 66点

○ 想定される回数・規模に対応できる運営体制が整っているか。
○ 材料準備、講師対応、進行管理が適切に計画されているか。
○ 来場者が参加しやすい工夫がなされているか。

10点 50点 36点 60点

○ 運営マニュアルの作成や当日の進行体制が明確か。
〇 スタッフの役割分担や指揮命令系統が整理されているか。
〇 トラブル発生時の対応や関係者との連絡体制が考慮されているか。

10点 48点 38点 64点

○ 催事の魅力を効果的に伝える広報手法が提案されているか。
○ WEB・SNS等を活用した情報発信が適切に計画されているか。
○ 記録写真・動画の撮影及び活用方法が明確か。

5点 26点 15点 35点

〇 業務管理者及び担当者の経験・実績が十分か。
〇 必要な人員が適切に配置され、役割分担が明確か。
〇 催事を明確に実施できる信頼性のある体制となっているか。

5点 22点 22点 33点

○ 見積額は適切かつ安価であるか。
160点

（20点×8人） 144点 160点 144点

555点 453点 678点

５　ワークショップの運営能力

合計（100点×8人=800点満点）

評価項目

１　業務目的の理解度

２　催事企画・プロデュース力

３　プログラム内容の具体性、魅力

４　制作・設営計画の妥当性

６　運営管理・進行体制

７　広報・記録計画

８　実施体制・人員の適切性

９　見積金額の適正性



2 

 

４ 選定委員会の構成 

 

 

 所属・役職 氏  名 備考 

１ 農林水産部長    彦坂 英美 委員長 

２ 農政課長  渡邉 康統  

３ 農政課主幹 及川 俊太郎  

４ 企画課長     平井 堅一郎  

５ 財政課長     松井 茂明  

６ 
街づくり推進課 

都市政策係長 
鈴木 由実子  

７ 
愛知みなみ農業協同組合 

花き部花き課長 
太田 隆弘  

８ 
一般社団法人渥美半島観光

ビューロー事務局長 
中村 匡  


